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ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会



【活動目的】

東日本大震災により、福島県浜通り地域は甚大な被害をこ

うむった。この地域の早期の産業復興を実現することを目的

に、本WGでは、浜通り地域において地元企業との連携等に

よる地域振興に資する新たなリサイクルシステムの検討を行

うものである。

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

【WGメンバー】

リーダーリーダーリーダーリーダー：：：：太平洋セメント

メンバーメンバーメンバーメンバー：：：：

アメニティいわき、荒川産業、クレハ環境、恵和興業、

ダイイチ、DOWAエコシステム、緑商事、

メルテック（8社）

オブザーバーオブザーバーオブザーバーオブザーバー：：：：除染・廃棄物技術協議会

㈱高良[小型家電WGリーダー]
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ＷＧ会合

ＷＧメンバー討議・

具体的検討

今年度の今年度の今年度の今年度の取り組みに取り組みに取り組みに取り組みについてついてついてついて

ＷＧ運営委員会

ＷＧ運営方針検討

ＷＧ運営委員会

ＷＧ進捗管理等
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【活動内容概要】

○WG会合 6回

○WGメンバー討議 4回

5 ～8月 本WGの活動目的について協議、

「「「「浜通り地域における廃棄物処理システム」のイメージを共有

10月～ 具体的活動の検討

11/25  12/6,1911/25  12/6,1911/25  12/6,1911/25  12/6,19 1/311/311/311/31



浜通り地域における廃棄物処理システム コンセプト

コンセプト１コンセプト１コンセプト１コンセプト１

県内で発生する廃棄物の県内での県内で発生する廃棄物の県内での県内で発生する廃棄物の県内での県内で発生する廃棄物の県内での100100100100％リサイクル％リサイクル％リサイクル％リサイクル、、、、再生処理を行うスキームとする。再生処理を行うスキームとする。再生処理を行うスキームとする。再生処理を行うスキームとする。

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト3333

初期段階は復興を支えるインフラ初期段階は復興を支えるインフラ初期段階は復興を支えるインフラ初期段階は復興を支えるインフラとして活用し、として活用し、として活用し、として活用し、将来を見据えた産業・経済基盤将来を見据えた産業・経済基盤将来を見据えた産業・経済基盤将来を見据えた産業・経済基盤となるとなるとなるとなる

ような町をつくる。ような町をつくる。ような町をつくる。ような町をつくる。

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト2222

現在、処理困難物とされている現在、処理困難物とされている現在、処理困難物とされている現在、処理困難物とされている先端技術素材等先端技術素材等先端技術素材等先端技術素材等についても将来的にについても将来的にについても将来的にについても将来的にリサイクルリサイクルリサイクルリサイクル可能な可能な可能な可能な

拠点拠点拠点拠点とするとするとするとする

・廃太陽光電池パネル・廃太陽光電池パネル・廃太陽光電池パネル・廃太陽光電池パネル

・廃リチウムイオン電池・廃リチウムイオン電池・廃リチウムイオン電池・廃リチウムイオン電池

・廃カーボン繊維強化プラスティック・廃カーボン繊維強化プラスティック・廃カーボン繊維強化プラスティック・廃カーボン繊維強化プラスティック

や本地域で大量に発生する、火力発電の石炭灰再資源化施設は導入を前提とする。や本地域で大量に発生する、火力発電の石炭灰再資源化施設は導入を前提とする。や本地域で大量に発生する、火力発電の石炭灰再資源化施設は導入を前提とする。や本地域で大量に発生する、火力発電の石炭灰再資源化施設は導入を前提とする。

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト4444

廃棄物の種類や特性の垣根を越えた廃棄物の種類や特性の垣根を越えた廃棄物の種類や特性の垣根を越えた廃棄物の種類や特性の垣根を越えた効率的な効率的な効率的な効率的な施設群施設群施設群施設群。。。。
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電炉等

金属精練

石炭灰リサイクル施設

金属滓

再生

砕石など

熱・電気

再生土工資材

路盤材、

建設資材
ｾﾒﾝﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

鋼材

燃料
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石炭灰

都市ごみ

（可燃ごみ）

下水汚泥

フロー廃棄物

自動車

不燃物・混合物

解体廃棄物・

不燃・粗大ごみ
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地域へ

の供給

金属精選別技術

廃プラのPP、PE回収技術

石炭灰改質技術

改質施設

廃プラ類の改質技術

LIB等の焙焼無害化技術

CFRPの微粉炭燃料化技術

燃料化作物の作付け
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ふくしまふくしまふくしまふくしま リサイクルセンター構想リサイクルセンター構想リサイクルセンター構想リサイクルセンター構想

リサイクルセンター構想案を具体化するためにはリサイクルセンター構想案を具体化するためにはリサイクルセンター構想案を具体化するためにはリサイクルセンター構想案を具体化するためには、まず物量調査、まず物量調査、まず物量調査、まず物量調査

を行い、本を行い、本を行い、本を行い、本WG参画事業者による参画事業者による参画事業者による参画事業者による取組み、取組み、取組み、取組み、県内に県内に県内に県内における他おける他おける他おける他のののの取組取組取組取組

みみみみなどなどなどなどと連携と連携と連携と連携して進めていく（理想を具体化させる第一ステップ）。して進めていく（理想を具体化させる第一ステップ）。して進めていく（理想を具体化させる第一ステップ）。して進めていく（理想を具体化させる第一ステップ）。

具体化に向けた調査・検討の具体化に向けた調査・検討の具体化に向けた調査・検討の具体化に向けた調査・検討の必要性必要性必要性必要性

２）２）２）２）県内における各種取り組みのマッピング県内における各種取り組みのマッピング県内における各種取り組みのマッピング県内における各種取り組みのマッピング

1111））））対象物対象物対象物対象物の発生量・ストック量のの発生量・ストック量のの発生量・ストック量のの発生量・ストック量の精査、再生品需要の推計精査、再生品需要の推計精査、再生品需要の推計精査、再生品需要の推計

・各種廃棄物のマテリアルフローの作成（現在・将来）

・災害廃棄物（滞留廃棄物）のデータ更新（除染協議会推計を実態に即して更新）

・スクラップ等有価物の取引実態を踏まえたマテリアルフローの作成（現在・将来）

・再生品の土木工事資材用途やその他用途の需要推計（現在・将来）

３）構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロードマップ作成３）構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロードマップ作成３）構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロードマップ作成３）構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロードマップ作成

本研究会他WGや本研究会以外の取り組みのリストアップ（場所、時期、能力）

リサイクルセンター構想での連携可能性の検討

リサイクルセンター構想参画事業者の処理能力と引受対象物とのバランス、各事業

者（処理機能）の立地場所、不足する機能（事業者）、組合設立の可能性等
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調査項目調査項目調査項目調査項目 今年度（暫定調査）今年度（暫定調査）今年度（暫定調査）今年度（暫定調査）

担当

A：福島でワンストップの

再資源化を目指すべき

もの

1. 一般廃棄物

／産業廃棄物

震災前および現在のフロー 主：DOWAｴｺｼｽﾃﾑ㈱

副：恵和興業㈱

㈱クレハ環境

除染廃棄物技術協議

会による支援実施

2.建設廃棄物 1.産廃に包含？中間処理としても調

査

主：恵和興業㈱

3.滞留廃棄物 除染廃棄物技術協議会調査資料の

データリバイス

主：太平洋セメント㈱ [暫定]

副：除染廃棄物技術協

議会による支援実施

4.焼却灰／不燃 発生量は1.および3.に包含

埋立量・埋立計画を調査

主：DOWAｴｺｼｽﾃﾑ㈱

副：除染廃棄物技術協

議会による支援実施

B：将来的に経済価値を

生む可能性があるもの

5.バイオ系 燃料作物、間伐材賦存

（食品廃棄物 1.に包含）

主：荒川産業㈱

副：太平洋セメント（株）

6.先端素材 CFRP／太陽光パネル／LIB／小型家

電

主：太平洋セメント㈱

C：潜在的な価値を有す

るが県外流出しているも

の

7.有価買取スクラップ 主：太平洋セメント㈱ [暫定]

副：スズトクHD㈱による

支援実施
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ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

1) 調査活動の一例紹介



ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

廃棄物のデータは既存調査データがある。最新データの調査を行う。廃棄物のデータは既存調査データがある。最新データの調査を行う。廃棄物のデータは既存調査データがある。最新データの調査を行う。廃棄物のデータは既存調査データがある。最新データの調査を行う。



ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

調査データに基づき、調査データに基づき、調査データに基づき、調査データに基づき、必要な処理技術や規模感を明らかにしていく必要な処理技術や規模感を明らかにしていく必要な処理技術や規模感を明らかにしていく必要な処理技術や規模感を明らかにしていく。。。。



ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

データ最新化、既存処理フロー調査を進め、既存システムとの連携を検討データ最新化、既存処理フロー調査を進め、既存システムとの連携を検討データ最新化、既存処理フロー調査を進め、既存システムとの連携を検討データ最新化、既存処理フロー調査を進め、既存システムとの連携を検討
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放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。放射性物質が含有している廃棄物は対象物から避けることはできない。



放射性物質が含有している対象物量、既存の処理計画、処理方法放射性物質が含有している対象物量、既存の処理計画、処理方法放射性物質が含有している対象物量、既存の処理計画、処理方法放射性物質が含有している対象物量、既存の処理計画、処理方法

の調査を進め、本構想の中での協力のあり方を検討していく。の調査を進め、本構想の中での協力のあり方を検討していく。の調査を進め、本構想の中での協力のあり方を検討していく。の調査を進め、本構想の中での協力のあり方を検討していく。
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炭素繊維の需要

炭素繊維の2020 年までの需要予測（三菱レイヨン推定）

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会



一般社団法人日本自動車工業会 「リチウムイオン電池のリサイクル

（共同回収スキームの検討状況）」平成２４年８月１０日 より引用

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

先端素材系についても発生量を推定していく。先端素材系についても発生量を推定していく。先端素材系についても発生量を推定していく。先端素材系についても発生量を推定していく。



株式会社三菱総合研究所「平成26年度使用済み再生可能エネルギー設備のリサ

イクル等促進実証調査委託業務 報告書」平成27年3月より引用

都道府県毎の太陽電池モジュール排出見込量（ｔ）の比較（寿命都道府県毎の太陽電池モジュール排出見込量（ｔ）の比較（寿命都道府県毎の太陽電池モジュール排出見込量（ｔ）の比較（寿命都道府県毎の太陽電池モジュール排出見込量（ｔ）の比較（寿命25 25 25 25 年）年）年）年）

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会



環境省作成資料「小型家電リサイクル制度の施行状況について」より引用

市町村における1人あたりの小型家電回収量（平成26年度）

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

太陽電池モジュール太陽電池モジュール太陽電池モジュール太陽電池モジュールや小型家電は本研究会の各や小型家電は本研究会の各や小型家電は本研究会の各や小型家電は本研究会の各WGWGWGWGと連携してと連携してと連携してと連携して進める進める進める進める



ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

今後に向けて



次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）

「ふくしまリサイクルセンター構想」で取り扱う扱う対象となる廃棄物等を定廃棄物等を定廃棄物等を定廃棄物等を定

量的かつ具体的に把握量的かつ具体的に把握量的かつ具体的に把握量的かつ具体的に把握することで、必要な技術や規模感を明らかにする必要な技術や規模感を明らかにする必要な技術や規模感を明らかにする必要な技術や規模感を明らかにすること

ができる。そのため既存データをベースとした時点更新、精緻化、また将来を更新、精緻化、また将来を更新、精緻化、また将来を更新、精緻化、また将来を

見据えた推計見据えた推計見据えた推計見据えた推計を行う必要がある。データ入手のほか、精緻化するための（場

合によっては按分等）ヒアリングや関連データを収集する必要がある。また、

将来推計するための基礎データ、また適した方法論を検討する必要がある。

①福島でワンストップの再資源化をめざすべき廃棄物等福島でワンストップの再資源化をめざすべき廃棄物等福島でワンストップの再資源化をめざすべき廃棄物等福島でワンストップの再資源化をめざすべき廃棄物等のストック量および現在の

発生量把握

②将来的に経済価値を生む可能性がある廃棄物等将来的に経済価値を生む可能性がある廃棄物等将来的に経済価値を生む可能性がある廃棄物等将来的に経済価値を生む可能性がある廃棄物等のストック量および現在の

発生量把握

③潜在的な価値を有するが県外流出している廃棄物潜在的な価値を有するが県外流出している廃棄物潜在的な価値を有するが県外流出している廃棄物潜在的な価値を有するが県外流出している廃棄物等のストック量および現在の

発生量把握

④福島県における人口・産業動向のシナリオ設定シナリオ設定シナリオ設定シナリオ設定及び上記廃棄物等の発生量

予測方法の検討

⑤上記廃棄物等の発生量予測、再生資材の需要発生量予測、再生資材の需要発生量予測、再生資材の需要発生量予測、再生資材の需要

⑥上記廃棄物等の回収及び処理によって期待される市場規模の推計市場規模の推計市場規模の推計市場規模の推計

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

1)1)1)1) 対象物の発生量・ストック量の精査、再生品需要の推計対象物の発生量・ストック量の精査、再生品需要の推計対象物の発生量・ストック量の精査、再生品需要の推計対象物の発生量・ストック量の精査、再生品需要の推計



次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）

「ふくしまリサイクルセンター構想」で新たに技術開発や設備投資が求められる

もの、また既存の取り組みと連携・協調既存の取り組みと連携・協調既存の取り組みと連携・協調既存の取り組みと連携・協調することで対応できるものを明らかにする

必要があるため、県内関係者へのヒアリングや各種プレスリリース等を収集ヒアリングや各種プレスリリース等を収集ヒアリングや各種プレスリリース等を収集ヒアリングや各種プレスリリース等を収集を

行ったうえで整理する必要がある。整理に際しては、地理的分布について整理す

るほか、取扱う廃棄物等の種類や技術の種類、処理能力、稼働時期、（既存設備

にあっては）現状の収集・処理状況、本構想への関心度合い などに注目して行う。

①各種公的統計、業界団体等登録リスト、またインターネットでのプレスリリース

等をベースとした既存取組の整理（今後５年程度以内に取り組まれる見込みもの

も含む）

②前項で推計された廃棄物等の種類別や発生地域別にみて不足する処理能力

や技術に関する分析

③福島県内において今後新たな技術開発や設備投資の検討

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

2222)))) 県内の取組マッピングに関して県内の取組マッピングに関して県内の取組マッピングに関して県内の取組マッピングに関して



次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）次年度の作業計画（案）

前項で整理した今後取組が必要と考えられる事項を時間軸に沿って整理し、

・技術開発課題・技術開発課題・技術開発課題・技術開発課題

・人的リソースの確保・人的リソースの確保・人的リソースの確保・人的リソースの確保

（本構想に必要不可欠な企業や人材のリクルーティング）、

・資金調達・資金調達・資金調達・資金調達

（個別事業の事業採算性分析と必要な資金需要予測）、

・本構想の運営体制・本構想の運営体制・本構想の運営体制・本構想の運営体制

（事務局機能の設置と運営、組合等の立ち上げ可能性検討）

を行う必要がある。

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

3333)))) 構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロード構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロード構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロード構想具体化に向けた各事業者の役割調整とロードマップマップマップマップ



4.1 第第第第2次次次次事業化計画事業化計画事業化計画事業化計画

事業構想の見直し

5.第第第第2次次次次課題抽出課題抽出課題抽出課題抽出

次年度以降の進め方について次年度以降の進め方について次年度以降の進め方について次年度以降の進め方について

6.1第第第第3次事業化計画次事業化計画次事業化計画次事業化計画 6.2事業化事業化事業化事業化

4.2事業化事業化事業化事業化

計画の具体化計画の具体化計画の具体化計画の具体化

1.県内取組や対象物・再生品需要に関する調査県内取組や対象物・再生品需要に関する調査県内取組や対象物・再生品需要に関する調査県内取組や対象物・再生品需要に関する調査

2.第第第第1次次次次事業化計画（ロードマップ）事業化計画（ロードマップ）事業化計画（ロードマップ）事業化計画（ロードマップ）

事業の概算規模・事業者間の役割調整・時間軸

3.第第第第1次次次次 課題抽出課題抽出課題抽出課題抽出

製品需要、安定供給面、法令上の課題、新技術の必要性等

検討会（仮）

検討会（仮）

ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

2020202020202020年度までに、具体的な事業化計画の成果がでることを目標とする年度までに、具体的な事業化計画の成果がでることを目標とする年度までに、具体的な事業化計画の成果がでることを目標とする年度までに、具体的な事業化計画の成果がでることを目標とする



ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会

ご清聴ありがとうございました。


